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中標津町長

西村　　穣

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
令
和
七
年
の
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
本
町
行
政
の
推
進
に
各
方
面

か
ら
多
大
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
一
月
に
は
、
広
陵
中
学

校
の
生
徒
が
、
長
寿
命
化
耐
震
改
修
工
事
を
終
え

た
新
校
舎
で
三
学
期
を
迎
え
、
ま
た
、
三
月
に
は

「
岩
谷
学
園
ひ
が
し
北
海
道
日
本
語
学
校
」
一
期

生
が
卒
業
、
さ
ら
に
四
月
に
は
、
根
室
地
域
で
は

唯
一
の
高
等
教
育
機
関
と
な
る
「
岩
谷
学
園
ひ
が

し
北
海
道
Ｉ
Ｔ
専
門
学
校
」
の
開
校
な
ど
、
町
内

の
教
育
現
場
に
お
い
て
多
く
の
節
目
を
迎
え
た
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

二
月
に
は
、
新
た
な
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
院

に
よ
り
地
域
の
医
療
体
制
が
充
実
し
た
こ
と
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に
繋
が
る
こ
と
や
、

ま
た
、
計
根
別
地
区
で
は
、
㈱
明
治
の
乳
製
品
工

場
建
設
が
四
月
に
着
工
さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
雇
用
の
確
保
の
面
で
も
大
い
に
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

一
方
、
千
日
を
超
え
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
は
、
当
地
域
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て

北
方
領
土
問
題
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
お
り
、
昨

年
も
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
「
洋
上
慰
霊
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、「
墓
参
」
を
再
開
で
き
な

い
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

未
だ
混
迷
が
続
く
国
際
情
勢
を
背
景
と
し
た
原

材
料
価
格
の
上
昇
や
円
安
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
材
、
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に

よ
る
住
民
生
活
や
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
長
期
化

し
て
い
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
第
二
次
石
破
内
閣
が
発
足

し
、
先
の
臨
時
国
会
で
の
首
相
所
信
表
明
演
説
に

お
い
て
、「
外
交
・
安
全
保
障
」「
日
本
全
体
の
活

力
回
復
」「
治
安
・
防
災
」
と
い
う
三
つ
の
重
要

政
策
課
題
へ
の
対
応
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
地
方
の
活
力
向
上
を
図
る
取
り
組

み
と
し
て
、
地
方
創
生
交
付
金
の
倍
増
、
農
林
水

産
業
の
基
盤
強
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
な

ど
、
地
方
創
生
に
関
わ
る
施
策
に
は
期
待
を
寄
せ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
経
済
対
策
が
、
本
町
の

魅
力
を
引
き
出
し
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
好
循
環

に
な
る
よ
う
実
効
性
の
あ
る
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
私
に
と
っ
て
三
期
目
の
実
質
的

な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

今
期
に
お
き
ま
し
て
も
、
持
続
可
能
で
活
気
あ

る
中
標
津
町
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
一
期
目

か
ら
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
人
口
減
少
問
題
」

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
未
来
を
築
く

た
め
町
政
運
営
に
全
力
を
投
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
政
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。
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中標津町議会議長

後藤　一男

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
皆
さ
ま
と
と

も
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
、
本
町
議
会
及
び
町
政
に

対
す
る
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
議
員
の
改
選
年
と
な
り
ま
し
て
、

選
挙
後
の
初
議
会
に
お
い
て
は
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
３
期
目
の
中
標
津
町
議
会
議
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
９
月
の
改
選
以
降

は
定
数
が
18
人
か
ら
15
人
と
な
り
常
任
委
員
会
も

３
つ
か
ら
２
つ
に
再
編
い
た
し
ま
し
た
。
新
た
に

４
人
の
新
議
員
が
誕
生
し
、
女
性
議
員
の
比
率
も

４
割
と
な
り
、
新
し
い
発
想
や
女
性
の
視
点
、
経

験
豊
富
な
識
見
を
さ
ら
に
町
政
に
反
映
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
活
発
で
精
力
的
な
議
会
活
動
を
行
っ

て
い
け
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
選
挙
で
は
28
年
振
り
と
な
る
無
投

票
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
議
論
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
は
19
人
が
立
候
補
す
る
選
挙
戦
と

な
り
、
議
会
改
革
の
成
果
が
現
れ
た
も
の
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
改
選
後
も
さ
ら
な
る
議
会
改
革
に

力
を
注
ぎ
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
関
心
を
寄
せ
期
待

さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
、
議
会
及
び
議
員
の
活

動
の
活
性
化
と
充
実
の
た
め
に
必
要
な
「
議
会
基

本
条
例
制
定
」
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
も
と
よ
り
、
物

価
上
昇
等
に
よ
り
大
変
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
急
速
に
進

む
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
医
療
・
福
祉
の

充
実
、
人
口
減
少
へ
の
取
り
組
み
、
経
済
対
策
等
、

地
域
課
題
や
町
民
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
複
雑
化
し

て
お
り
、
議
会
が
果
た
す
役
割
は
よ
り
一
層
重
要

に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

昨
年
も
日
本
列
島
で
は
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
で
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
等
の
気
候
変
動
に
よ
り
、
世
界
的
に

異
常
気
象
が
増
加
す
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
な

か
、
気
象
報
道
で
は
、「
記
録
的
」「
数
十
年
に

一
度
」「
い
ま
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」
と

い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
を
毎
年
の
よ
う
に
耳
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
へ
の
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
本
町
に
お

い
て
も
、
町
民
皆
さ
ま
の
命
を
守
る
た
め
全
力
で

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
に
議
会
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
１
年
が
町
民
の
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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○
自
治
貢
献
賞

《
自
治
功
労
者
》

鈴
木
　
克
弘
（
中
標
津
町
議
会
議
員
）

佐
藤
　
武
志
（
中
標
津
町
議
会
議
員
）

吉
田
　
貫
一
（
中
標
津
町
議
会
議
員
）

熊
倉
　
重
樹
（
中
標
津
町
議
会
議
員
）

佐
々
木
昭
雄
（
固
定
資
産
評
価
協
力
員
）

○
社
会
貢
献
賞

《
社
会
事
業
功
労
者
》

松
田
　
吉
正
（
中
標
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
）

　
永
年
に
わ
た
り
、
町
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
二

十
六
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
に
中
小
企
業
卓
越
技
能
者
一
人
の
表

彰
も
行
わ
れ
、
列
席
さ
れ
た
関
係
者
か
ら
祝
福
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

《
住
民
組
織
活
動
功
労
者
》

林
　
　
英
人
（
清
泉
町
内
会
長
）

小
笠
原
　
潤
（
ま
こ
と
町
内
会
長
）

《
交
通
安
全
功
労
者
》

櫻
井
　
純
一
（
交
通
安
全
指
導
員
）

○
産
業
貢
献
賞

《
商
工
業
功
労
者
》

　
菊
池
　
　
勤
（
中
標
津
町
商
工
会
理
事
）

尾
藤
　
哲
夫
（
中
標
津
町
商
工
会
理
事
）

林
　
　
浩
幸
（
中
標
津
町
商
工
会
理
事
）

《
農
業
功
労
者
》

瀧
場
　
愼
二
（
中
標
津
町
農
業
振
興
協
議
会
委
員
）

河
口
　
　
理
（
乳
製
品
製
造
技
術
者
）

第
四
十
七
回

中
標
津
町
表
彰
式

受  

賞  

者
（
敬
称
略
）



5 広報なかしべつ　2025.1

戸
田
　
　
宏
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

館
下
　
裕
典
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

○
善
行
賞

《
善
行
功
労
者
》

有
限
会
社
中
村
牧
場

　
　
代
表
取
締
役
中
村
　
正
博

　
　
　
　
　

（
学
校
の
環
境
整
備
の
た
め
、
三
百
万
円

を
寄
附
）

株
式
会
社
尾
藤
電
気

　
　
代
表
取
締
役
尾
藤
　
哲
夫

　
　
　
　
　

（
中
標
津
町
の
観
光
振
興
の
た
め
、
三
百

万
円
を
寄
附
）

《
水
道
事
業
功
労
者
》

豊
田
　
高
明
（
中
標
津
町
上
下
水
道
運
営
委
員
長
）

前
田
　
　
靖
（
水
道
料
金
徴
収
受
託
）

○
教
育
文
化
貢
献
賞

《
文
化
体
育
功
労
者
》

松
田
　
敦
子
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

○
奨
励
賞

《
社
会
振
興
奨
励
賞
》

阿
部
希
衣
子
（
児
童
館
事
業
︹
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
︺）

《
教
育
文
化
奨
励
賞
》

石
本
　
啓
美
（
水
泳
競
技
の
普
及
活
動
）

佐
藤
　
晃
啓
（
軟
式
野
球
競
技
の
普
及
活
動
）

南
　
　
正
則
（
軟
式
野
球
競
技
の
普
及
活
動
）

森
山
　
正
明
（
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
普
及
活
動
）

○
中
小
企
業
卓
越
技
能
者

《
技
能
水
準
の
向
上
に
尽
力
》

　
根
本
　
竹
夫
（
根
本
建
築
）
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予約方法
　・ パソコン、スマートフォン
　　 以下のアドレスか右のＱＲコー

ドから予約できます。
　　https://www.harp.lg.jp/48iDz4EI
　・電話（税務課　住民税係）
　・窓口（１階⑧税務課）

予約システムの入力方法

　令和７年２月17日～３月17日の確定申告にて、申告会場の来場予約を行います。
　予約をしていただくことにより、待ち時間の大幅な短縮が見込まれ、役場にくる予定も立てやすくなります。
ぜひご利用をお願いします。令和８年からは、すべて予約での受付を基本としますので、この機会にぜひご利
用ください。

・�上のアドレスまたはＱＲコードより予約サイトを開きます。
・�入力欄が出ますので、【1】漢字氏名、【2】フリガナ、【3】生
年月日、【4】電話番号、【5】メールアドレス（任意）を入
力します。

・�【6】申告内容に該当するものすべてにチェックを付けます。
　※�チェックを付けた数で予約をしますので、慎重に選択し
てください。

・�【7】予約する希望日を選択します。
・�選択した日の時間枠が表示されますので、希望する時間を
選択して、【6】でチェックを付けた数を入力します。

・�選択内容により注意事項が表示されますので、ご確認いた
だき、最後の「確認」ボタンを押します。

・�画面が切り替わり、入力内容が表示されますので、確認し
て「送信」ボタンを押します。

・�予約完了となります。【5】でメールアドレスを入力してお
くと受付メールが届きます。

予約申込期間
令和７年１月14日㈫～来場の２日前まで

　（最終３月13日）
※ 予約枠が埋まった場合、早期に申し込みを締め

切ることがあります。
予約可能な日

令和７年２月17日㈪～３月17日㈪
　※今年度は確定申告期間の初日と最終日も予約可

● 当日は予約10分前までに会場にお越しいただき、予約者
用の番号札を取り、名簿に番号を記載してお待ちください。
申告内容により時間がかかる場合があり、30分～１時間
程度お待ちいただくことも考えられますので、ご理解願い
ます。

　役場や税務署に行かなくても、スマートフォンとマイナンバーカードがあればご自宅で確
定申告をすることができるサービス「e-Tax」ですが、ログイン画面から進めなくなってし
まったり、入力の仕方がわからなかったりなど、毎年「挑戦してみたけれどもうまくいかな
かった」といった声をお聞きしていました。

　そこで、税務署の職員を講師に招き、以下の日程で説明会を開催します。会場では主にご自分のスマートフォ
ンをご自分で操作しながら確定申告を進めていただき、職員がそのお手伝いをします。

日　　時　２月10日㈪14時～　　　　　　場　　所　中標津町役場３階　301会議室
受付方法　インターネット（パソコン、スマートフォン）

　資料を準備する都合上、１月31日㈮締切とします。※期限を過ぎてしまった場合は、税務課ま
でご相談ください。受付多数となった場合は、期日より前でも受付を締め切る可能性があります。
　以下のアドレスまたはＱＲコードから受付ページに入り、お名前などを入力し、いくつかの質問
に回答いただくことで受付できます。

https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=zMa5Gdai

確定申告の予約受付が始まります！確定申告の予約受付が始まります！

スマホ申告お手伝いします！

問い合わせは、税務課 住民税係（直通 ❸74-0752)まで。

国税庁 e-Taxキャラクター
イータ君
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　日本国内に住む20歳以上60歳未満の方は、国民年金の加入者となります。加入者（被保険者といいます）は、
職業などによって次の３つの種類に分けられます。

　20歳になった方には、日本年金機構から「基礎年金番号通知書」や「国
民年金保険料納付書」などが同封された国民年金の加入のお知らせが送
付されます。
※厚生年金に加入している方には送付されません。
※�配偶者（厚生年金に加入している方）の扶養となっている方は、配偶
者の勤務先へ連絡し、国民年金第３号被保険者の手続きをしてくださ
い。

　国民年金や国民健康保険、マイナンバーに関する素朴な疑問に
お答えするリーフレットを作成しました。
　住民保険課（役場１階窓口②番）で配布しているほか、町ホー
ムページにも掲載しています。

２
は た ち
０歳になったら国民年金

● 「年金・保険・マイナンバーＱ＆Ａ」を配布しています ●

第１号被保険者…自営業、農林漁業、学生の方など
第２号被保険者…会社員、公務員など厚生年金に加入している方
第３号被保険者…第２号被保険者に扶養されている配偶者

問い合わせは、住民保険課 保険年金係 （直通 ❸74-0845）まで。

〈表面〉

〈裏面〉

基礎年金番号通知書は、大切に保管し
てください。

従来の「年金手帳」は、令和４年４月に廃止となっており
新規加入者には「基礎年金番号通知書」が発行されます。

問い合わせは、福祉課 社会福祉係（直通 ❸74-0884）まで。

■対象世帯

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響によ
り、光熱水費や食費等、さまざまな支出が増加する
中、その影響が特に大きいと考えられる低所得の高
齢者世帯や障がい者世帯、ひとり親世帯などに対し、
生活費の一部を支援します。

　令和６年11月１日（基準日）において、中標津
町に住所を有し居住されている①から④のいずれか
に該当する市町村民税非課税世帯
※�世帯全員または対象となる方が社会福祉施設等に
施設入所している場合は、支給の対象になりませ
ん。

①高齢者世帯
　�65歳以上（昭和35年４月１日以前に生まれた方）
のみで構成する世帯

②障がい者世帯　
　�身体障害者手帳１・２級（内部障がいの方は３級
まで）、療育手帳Ａ判定または精神障害者保健福
祉手帳１級の交付を受けている方がいる世帯

③ひとり親世帯
　�18歳以下の児童（平成18年４月２日以降に生ま
れた子）を扶養する父または母いずれか一方で構
成する世帯

④生活保護受給世帯

■支給金額
１世帯につき　１０，０００円

■申請受付期間
令和７年１月21日㈫～２月28日㈮
９時～17時（ただし、土・日・祝祭日は除きます）

■申請方法
　中標津町から支給対象となる可能性がある世帯の
世帯主宛に申請書を郵送しますので、必要事項を記
入のうえ、申請先まで提出してください。
　本町に課税情報がない令和６年１月２日以降の転
入者が含まれる世帯は、申請書が届きませんので、
以下問い合わせ先までご連絡ください。

■申請受付場所
〇郵送申請（同封の返信用封筒にて提出）
　令和７年２月28日㈮まで
〇窓口申請※なるべく郵送申請してください※
・中標津町役場１階　101会議室
　【令和７年１月21日㈫～１月31日㈮】
・中標津町役場 福祉課窓口⑤番
　【令和７年２月３日㈪～２月28日㈮】
・中標津町役場計根別支所

高齢者世帯等生活応援給付金支給のお知らせ
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１月21日から２月20日は
「北方領土の日」特別啓発期間です！

町立中標津病院からのお知らせ

令和７年度 中標津町医療技術職員
養成修学資金貸付制度のご案内

　町立中標津病院では次のとおり中標津町医療技術職員養成修学資金貸付金の利用者を募集します。

「北方領土の日」を中心に一層強力に北方領土問題の啓発活動を展開するため、
町では以下の取り組みを行います。

　看護師（�保健師助産師看護師法により設置された学校または養成所
に資格取得のため入学の許可を得た者）

令和７年度貸付対象者

　看護師・・・ 月額10万円以内
※�貸付期間終了後、速やかに町立病院に勤務し４年（貸付期間が４年を超える場合には、貸付期間）以上勤
務した場合は返還が免除されます。

貸付金額

　申し込み方法、その他必要事項については、町立病院ホームページに概要を掲載しています。
　内容をご確認のうえ、必要書類を提出してください。

申し込み方法・その他

問い合わせは、町立中標津病院 管理課 総務係（❸72-8200）まで。
　E-mail：b-soumu@nakashibetsu.jp　　URL：https://nakashibetsu-hospital.com

中標津町医療技術職員養成修学資金貸付制度とはどのような制度ですか？Q
町立中標津病院（以下、町立病院）における医療技術職員の充足を図るため、
将来町立病院に勤務しようとする者に対し、修学資金を貸付する制度です。A

「北方領土の日」特別啓発期間です！
「北方領土の日」を中心に一層強力に北方領土問題の啓発活動を展開するため、
町では以下の取り組みを行います。

問い合わせは、政策推進課 北方領土対策係（直通 ❸74-0728）まで。

エリカとエリオくんも
冬まつり会場で
待ってるッピ！

■北方領土パネル展
日　　時 場　　所

令和７年１月31日㈮～
　　　２月12日㈬

総合文化会館しるべっと
ギャラリー廊下

■北方領土返還要求署名活動
日　　時 場　　所

令和７年２月１日㈯10時～
　　　　２月２日㈰10時～

総合文化会館しるべっと町民ホール
（なかしべつ冬まつり会場）

■北方領土返還要求署名コーナー
日　　時 場　　所

令和７年１月21日㈫～
　　　２月20日㈭

役場政策推進課窓口（２階窓口③番）
中標津空港観光案内所　※常設

X公式アカウント
＠hoppou_erika @hoppou_erio
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問い合わせは、政策推進課 ふるさと応援係（直通 ❸74-0727）まで。

ふるさと納税返礼品の取扱事業者を募集しています！

◎提供事業者の主な要件
　⑴ 本町の地元特産品等を取り扱っている法人

や個人事業者などであること。
　⑵  納期到来分の町税等を滞納していないこと。
　⑶ ホームページやパンフレットなどの製作や

宣伝に協力ができること。
　⑷商品情報の開示が可能であること。　
　⑸ 国が定める地場産品の基準を満たしている

こと。　　　　　　　　　　　　　　ほか

　町では、全国各地へまちの特産品や観光資源の魅力を伝えることで、関係人口・交流人口の拡大を目指し、
返礼品をさらに充実させるために、ふるさと納税返礼品の提供事業者を随時募集しています。要件の一部を以
下のとおり掲載しますので、関心のある事業者・生産者様は、役場政策推進課ふるさと応援係まで、お気軽に
ご相談ください。

�生乳の安定的な生産を可能にし、牛乳消費
拡大と国産チーズのシェア拡大等を図るべく、
開催します。
日時：２月１日㈯　10時～19時
会場：総合文化会館しるべっと内
※�第50回なかしべつ冬まつりに合わせて、
実施します。

⑴ 全国の寄附者に自社の商品をＰＲすることで、新
たな顧客の獲得を目指すことができます。

⑵ 町が提携するふるさと納税ポータルサイトに商品
の画像、商品名、事業者名が掲載されるため、広
告効果が期待できます。

⑶  寄附者へ返礼品を発送する際に、自社パンフレッ
ト等を同封し、返礼品以外の商品もPRが可能です。

提供事業者のメリット提供事業者のメリット

問い合わせは、農林課 畜産係（直通 ❸74-0494）まで。

町ホームページ
はこちらから

【主なイベント内容】
　チーズ販売、ストリングチーズ製造実演、チーズとワイン
の夕べ他

【留意事項】
・�天候状況等により、一部変更・中止となる場合があります。
・�詳しい内容は冬まつりのチラシなどでお知らせします。

ミルク＆チーズフェア開催のお知らせ
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有料広告

「旬の食材を活かした料理」提供店

問い合わせは、なかしべつ旬の食材活用推進協議会【事務局：経済振興課 観光振興係（直通 ❸74-0464）】まで。

·炙りや�達磨� ·板前料理�はねだ� ·鮨�わたなべ� ·食事どころとらや
·炭火焼肉�雅々� ·そば処�富貴庵� ·創作ダイニングNORTHKITＣHEN
·中国料理�大和殿� ·東龍門� ·ほ食堂� ·焼肉酒菜○まる
·むらかみうどん� ·炉ばた�開陽台� （順不同）

冬のあったかごちそう 限定メニューがスタートします。冬のあったかごちそう 限定メニューがスタートします。
１月～３月は身が厚くなり旨味が増した「ホタテ」と、１月～３月は身が厚くなり旨味が増した「ホタテ」と、

冬の代名詞「タラ」の限定メニューが登場！冬の代名詞「タラ」の限定メニューが登場！

動画配信中

問い合わせ先：標津郡中標津町東１条南１丁目　中標津地域事務所 ❸0153-72-0120

＊まだまだ、来年度の入隊に間に合う試験があります。
　就職に迷ったら、試験だけでも受験し、合格してから考えることも可能です。

＊特別職国家公務員です。今後ますます処遇が改善されていきます。（給料面や生活面等）
※細部問合せおよび説明は随時受付中

令和６年度 自衛官等募集中!!
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 合格発表 その他

一般曹候補生 18歳以上
33歳未満

第４回
12月１日～１月９日

１次：１月15日（釧路）
２次：１月16日（帯広）

１次：２月６日
最終：２月28日

「曹」となる自衛官
＃４については、陸要員、海
要員のみの募集になります。

自衛官候補生 18歳以上
33歳未満

年間を通じて
行なっています。 受付時にお知らせします。 「任期制」の自衛官選抜試験で

合格後「曹」への任官も可能

高等工科学校 15歳以上
17歳未満 10月１日～１月16日 １次：１月25日（中標津） １次：２月６日最終：２月28日

高等学校普通科と同等の教育
と陸上自衛官としての専門教
育等を受け、曹や幹部自衛官
になるコースで、横浜修悠館
高校の卒業資格を取得するこ
とができます。

　町内認定店の特色を生かした限定メニューは公式ＳＮＳで紹介し
ています。
　ぜひ、“今しか食べられない旬のメニュー”をチェックして楽し
んでください！
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問い合わせは、子育て支援課 保育給付係（直通 ❸74-0894 ①）
　　　　　　　上下水道課 水道係（直通 ❸74-0971 ②）、下水道係（直通 ❸74-0972 ③）、
　　　　　　　業務係（直通 ❸74-0970 ④～⑥）まで。

以下の計画の案がまとまり、町民のみなさんのご意見を募集します。

①第３期中標津町子ども・子育て支援事業計画（案） ②中標津町水道ビジョン（案）
③中標津町下水道中期ビジョン（案） ④中標津町水道事業経営戦略（案）
⑤中標津町簡易水道事業経営戦略（案） ⑥中標津町下水道事業経営戦略（案）

■閲 覧 場 所�　�町ホームページ、子育て支援課窓口（①のみ）、上下水道課窓口（②～⑥のみ）
まちづくり情報コーナー（役場庁舎１Ｆロビー内）、総合文化会館しるべっと
窓口、計根別支所窓口

■意見提出方法�　備付けの様式により、持参、郵送、ＦＡＸまたはＥメール
■閲 覧 期 間　①１月中旬～２月中旬　②～⑥１月30日㈭～２月28日㈮
　※�閲覧期間が変更となる場合があります。詳細につきましては、町ホームページをご確認ください。

町民意見募集町民意見募集（パブリックコメント）（パブリックコメント）を実施しますを実施します

「こんにちは！地域包括支援センターです」
　地域包括支援センターは、高齢者のみなさんが住み慣れた地域で安心した生活を続けられるように相談・支援
を行う機関です。例えば…こんな活動をしています！

その他、介護申請をしてデイサービスに行きたい、身近な人のもの忘れが気になる、足腰が弱ってきた…など
お困りなことがございましたら、お気軽にご相談ください。

①ぷらっと茶フェ
�　だれでも利用ができる無料カフェです。第１・３水曜日　10時～12時まで総合文化会館しるべっとで開
催しています。

②出前講座
　�認知症予防や介護サービスについて、高齢者向けの運動などの講座を行なっています。
講座を希望される方はご連絡ください。

③認知症サポーター養成講座
　�認知症を理解し、みんなで温かい目で見守り、支える人を養成する「認知症サポーター養成講座」を１月
30日㈭10時から役場にて開催します。予約制となっていますので、参加を希望される方は、お問い合わ
せください。

問い合わせは、地域包括支援センター〔役場 介護保険課内〕（直通 ❸74-0867）まで。

大手電話会社等を装った電話勧誘にご注意ください�
　大手電話会社のサポートセンターなどと名乗る電話で、光回線からアナログ回線に戻すと
利用料金が安くなると言われ、大手電話会社からだと思い申し込みしたところ全く別の会社
と契約になっていた、必要のないサポート費用や代行手数料を請求されたなどという相談が
全国の消費生活センターに寄せられています。

相談は、中標津町消費生活センター〔役場生活課内〕（直通 ❸74-0892）まで。

Q＆Aはこちら

「ひとりで悩まずにまずは相談を!」みなさんへのアドバイス
·�大手電話会社や関連会社等を名乗っていても全く関係のない会社の可能性があるため、安易に信用しな
い、すぐに申し込みしないようにしましょう。

·�光回線契約からアナログ回線への変更は自身で手続きすることができます。直接、電話会社に問い合わ
せ、費用や条件などを確認しましょう。

·�電話で勧誘され契約した場合は、一定期間内であればクーリング・オフできる場合があります。

知知知知知っっっっっ得
くらし

の

知知知 得
ガイド
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有料広告

問い合わせは、生活課　環境衛生係（直通 ❸74-0890）まで。

　危険・有害ごみは「資源ごみ」と同じ日に、透明または半透明の袋（指定ごみ袋はありま
せん）に分別をした上で出してください。
　なお、事業所や商店から排出される乾電池や蛍光管は産業廃棄物となり、町の収集に出す
ことはできませんのでご注意ください。

■危険・有害ごみの捨て方について

スプレー缶
カセットボンベ

中身を完全に使い切り、必ず屋外など風通しがよく、火
気のない場所で穴をあけてください。屋内で穴あけを行
うと残っているガスが屋内に溜まり、火災の原因になり
ます。
※�市販されているガス抜き専用機を使うと簡単に穴を開
けられます。

ライター 必ず中身を使い切ってから出してください。
※ジッポライターは「燃やせないごみ」になります。

蛍光管

割れないように、購入時のケース等に入れてから出して
ください。割れてしまった場合は、安全のため紙に包ん
で「燃やせないごみ」に出してください。
※ＬＥＤ蛍光管は、「燃やせないごみ」になります。

乾電池・水銀体温計 それぞれ透明または半透明の袋に入れて出してください。

ビデオテープ・
カセットテープ 透明または半透明の袋に入れて出してください。
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　中標津町では町民のみな
さんへ緊急的に情報提供が
必要な場合に備え、中標津
町緊急情報メール（キキボ
ウ）にて情報発信を行う体
制を整備しています。
　登録については、次のア
ドレスに空メールを送信し
てください。
nakashibetsu@
raiden.ktaiwork.jp

■中標津町役場
　計根別支所
　❸78-2211
■中標津町保健センター
　❸72-2733
■中標津警察署
　❸72-0110
■中標津消防署
　❸72-2181
■中標津町立病院
　❸72-8200
■中標津保健所
　❸72-2168

くらしくらし
のの

ひろばひろば
Information

広報なかしべつ　2025.1

自然を愛し美しいまちにしましょう（町民憲章より）

で
開
設
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

時
２
月
４
日
㈫
13
時
～
17
時

　
２
月
５
日
㈬
９
時
～
14
時

所
中
標
津
町
役
場　
１
階
１
０
１
会
議
室

申
釧
路
年
金
事
務
所

❸
０
１
５
４
（
２
５
）
１
５
２
１

※
電
話
を
か
け
る
と
自
動
音
声
が
流
れ
ま
す
。
最

初
の
案
内
で
「
１
」
を
、
次
の
案
内
で
「
２
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
お
客
様
相
談
室
に
つ
な

が
り
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　
中
標
津
町
で
は
弁
護
士
が
専
門
的
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

時
２
月
12
日
㈬　
10
時
30
分
～
15
時

所
中
標
津
町
役
場

内
小
田
康
夫
弁
護
士
に
、
民
事
・
家
事
・
行
政
事

件
に
関
す
る
案
件
に
限
り
ご
相
談
で
き
ま
す
。

定
７
人

締
２
月
３
日
㈪
か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
問
生
活
課
交
通
町
民
相
談
係

❸
（
７
４
）
０
８
８
９

学
齢
児
童
生
徒
就
学
通
知
書　
　
　
　

︵
入
学
通
知
書
︶の
送
付
の
お
知
ら
せ

　
今
年
４
月
に
小
・
中
学
校
ま
た
は
義
務
教
育
学

校
へ
新
入
学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
就
学
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

時
発
送
予
定
日　
１
月
15
日
㈬

対
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校

　
　
平
成
30
年
４
月
２
日
～
平
成
31
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者

中
学
校

　
　
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
25
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者

　
住
所
変
更
な
ど
に
よ
り
通
知
書
が
届
か
な
か
っ

た
場
合
や
特
別
な
事
情
に
よ
り
指
定
校
の
変
更
を

求
め
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
務
係

❸
（
７
４
）
０
１
４
４

　
令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
で
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
会
社
や
個
人
の
方
は
、
資
産
の
名
称
や

取
得
価
額
等
を
１
月
31
日
㈮
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

※
償
却
資
産
と
は
、
土
地
家
屋
と
同
じ
く
固
定
資

産
税
の
対
象
と
な
る
事
業
用
資
産
で
、
会
社
や

個
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
す
る
機
械・器
具・

備
品
等
を
い
い
ま
す
。

（
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
対
象
車
両

は
除
く
）

問
税
務
課
資
産
税
係

　
❸
（
７
４
）
０
７
５
３

法
人
道
民
税・事
業
税・特
別
法
人
事
業
税

︵
地
方
法
人
特
別
税
︶の
申
告
は
便
利
な

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
！

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
=
地
方
税
の
電

子
申
告
）
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
か
ら
申
告
で
き
る
ほ
か
に
、
た
く
さ
ん
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
根
室
振
興
局　
税
務
課　
課
税
係

❸
０
１
５
３
（
２
４
）
５
４
８
２
（
直
通
）

一　
般

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　
　
　
　
　
　

夜
間
・
休
日
窓
口
に
つ
い
て

　
平
日
や
日
中
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
が
困
難
な
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
夜

間
・
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に

限
ら
ず
、
券
面
事
項
・
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続

き
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
係
る
手
続
き
で

あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
夜
間
窓
口　
１
月
16
日
㈭　
18
時
～
19
時
45
分

休
日
窓
口　
１
月
26
日
㈰　
９
時
～
17
時

問
住
民
保
険
課
戸
籍
住
民
係

❸
（
７
４
）
０
８
４
６

年
金
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　
釧
路
年
金
事
務
所
の
年
金
相
談
所
が
次
の
日
程

骨
粗
鬆し

ょ
う

症
検
診
の
お
知
ら
せ︵
２
月
分
︶

時
２
月
４
日
㈫
～
27
日
㈭
の
毎
週
火
～
木
曜
日

　
※
受
付
は
10
時
30
分
～
11
時

所
町
立
中
標
津
病
院

内
問
診
、
骨
密
度
測
定
（
腰
椎
・
大
腿
（
太
も
も)

骨
）、
診
察

対
20
歳
以
上
の
方

　
※
内
服
治
療
中
の
方
は
主
治
医
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

定
１
日
２
人

￥
20
～
69
歳
:
２
，
７
０
０
円

70
～
74
歳
:
１
，
３
０
０
円

中
標
津
町
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
:
無
料

締
１
月
15
日
㈬

申
問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

風
し
ん
抗
体
検
査
の
お
知
ら
せ

時
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

所
町
立
中
標
津
病
院

　
石
田
病
院

　
※
事
前
に
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

対
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
で
未
実
施
者
の
方

￥
無
料

問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

税　
金

償
却
資
産︵
固
定
資
産
税
︶の
申
告
は　

１
月
31
日
ま
で
に

健　
康

乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ︵
２
月
分
︶

時
２
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

　
※
受
付
は
①
14
時
～
②
14
時
30
分
～

　
　
　
　
　
③
15
時
～

所
町
立
中
標
津
病
院

内
問
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影

対
40
歳
以
上
の
女
性

　
（
検
診
の
間
隔
は
２
年
に
１
回
）

　
※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
使
用
、
豊
胸
手
術

を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

￥
２
，５
０
０
円
（
70
歳
以
上
１
，６
０
０
円
）

締
１
月
15
日
㈬

申
問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ︵
２
月
分
︶

時
２
月
３
日
㈪
～
27
日
㈭
の
毎
週
火
・
水
曜
日

　
※
受
付
は
８
時
30
分
～
11
時

　
　
乳
が
ん
検
診
と
の
同
時
受
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、月・木
曜
日
の
14
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。

所
町
立
中
標
津
病
院

内
頸
部
細
胞
診
、膣
エ
コ
ー
検
査
（
希
望
者
の
み
）

対
20
歳
以
上
の
女
性

　
（
検
診
の
間
隔
は
２
年
に
１
回
）

￥
２
，
０
０
０
円
（
70
歳
以
上
１
，
３
０
０
円
）

　
膣
エ
コ
ー
検
査
は
１
，
７
６
０
円

締
１
月
15
日
㈬

他
受
診
す
る
際
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
検
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

申
問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー



15

●マーク説明：時日時　所場所　期期間　内内容　講講師　対対象　定定員　￥費用　持持ち物　担担当課　申申込　締締切　方方法　問問合せ　催主催　他その他　

広報なかしべつ　2025.1

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
ご
み
の
分
別
な

ど
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
、
ご
み
の
分
別
の
方

法
、
収
集
日
、
お
休
み
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

問
生
活
課�

環
境
衛
生
係

　
❸
（
７
４
）
０
８
９
０

「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」開
催
の
お
知
ら
せ

　
今
年
２
月
に
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
「
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
睡
眠
ガ
イ
ド
２
０
２
３
」
に
基
づ

き
、食
生
活
と
の
関
連
を
踏
ま
え
、正
し
い
睡
眠・

休
養
の
知
識
を
深
め
、
健
や
か
な
生
活
を
送
る
た

め
、「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

時
令
和
７
年
１
月
21
日
㈫　
14
時
～
15
時
30
分

内�

「
食
生
活
と
睡
眠
で
開
く
健
康
の
と
び
ら
」

講�

中
部
大
学
生
命
健
康
科
学
研
究
所

　
特
任
教
授　
宮
崎　
総
一
郎　
氏

申�

以
下
の
参
加
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

締�
令
和
７
年
１
月
17
日
㈮

方�
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
）
※
事
前
申
し
込
み

問�

中
標
津
保
健
所
企
画
総
務
課
主
査（
健
康
増
進
）

　
❸
（
７
２
）
２
１
６
８

な
か
し
べ
つ
冬
ま
つ
り
の
出
店
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
２
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
に
開
催
す
る

「
第
50
回
な
か
し
べ
つ
冬
ま
つ
り
」
の
出
店
者
を

２
枠
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
新
規
に
出
店
を
希
望
す
る
方
は
令
和
７
年
１
月

14
日
㈫
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
定
数
を
超
え

る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
出
店
者

を
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
夏
祭
り
の
出
店
に
つ
い
て
は
、

広
報
中
標
津
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

な
か
し
べ
つ
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
経
済
振
興
課�

観
光
振
興
係
）

　
❸
（
７
４
）
０
４
６
４

令
和
７
年
中
標
津
消
防
団
出
初
式

　
町
民
の
生
命
や
財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
中
標
津
消
防
団
の
令
和

７
年
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
８
時
30
分
に
屋
外
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
（
す
い
め
い
）
し
ま
す
。

時
１
月
８
日
㈬　
10
時
30
分
～
11
時
40
分

所
総
合
文
化
会
館
し
る
べ
っ
と

　
①
観
閲
式　
総
合
文
化
会
館
前
広
場

　
②
表
彰
式　
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
中
標
津
消
防
署�

消
防
団
係

４
月
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
４
月
職
業
訓
練
受
講
生
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
①
建
設
荷
役
車
両
運
転
科

　
②
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

対
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
登
録
を
し
て
い
る
方

定
①
20
人　
　
②
15
人

￥
２
１
，
０
０
０
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路

　
❸
０
１
５
４
（
４
１
）
１
２
０
１

　
ま
た
は�

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

締
２
月
28
日
㈮

他
見
学
会　
２
月
13
日
㈭
、
２
月
20
日
㈭

　
選
考
日　
３
月
６
日
㈭

　
訓
練
期
間　
４
月
１
日
㈫
～
９
月
29
日
㈪

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
釧
路

　
❸
０
１
５
４
（
５
７
）
５
９
３
８

ゆ
め
の
森
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　

ア
リ
ー
ナ
休
止
の
お
知
ら
せ

　
ゆ
め
の
森
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

は
、
人
工
芝
張
り
替
え
工
事
の
た
め
、
次
の
期
間

休
止
と
な
り
ま
す
。

期
１
月
20
日
㈪
～
２
月
末
日
（
工
事
終
了
ま
で
）

問
道
立
ゆ
め
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
❸
（
７
２
）
０
４
７
１

運
転
免
許
相
談
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

時
２
月
14
日
㈮　
11
時
～
12
時

所
役
場
地
下
１
階�

地
下
研
修
室

内�

中
標
津
警
察
署
職
員
が
、
運
転
や
免
許
に
関
す

る
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
ご
相
談
を

お
聞
き
し
、
解
決
の
糸
口
を
一
緒
に
お
探
し
し

ま
す
。

問
中
標
津
警
察
署�

交
通
課

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室
の
お
知
ら
せ

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
老
若
男
女
共
が
楽
し
め
る
軽

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
年
齢
に
問
わ
ず
世
代
間
の
交
流

が
で
き
、
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
が
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
体
験
を
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
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ま
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ん
か
？

時
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町
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バ
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ー
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セ
ン
タ
ー
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東
20
条
北
７
丁
目
）

他�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
用
具
は
協
会
で
用
意
し
ま
す
。

上
靴
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
ゲ
ー
ト
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ー
ル
協
会�

武
田

　
❸
（
７
３
）
１
７
６
０

ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

　
祝
日
に
お
け
る
ご
み
収
集
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。日　

　
程

ご
み
収
集

最
終
処
分
場

１
月
13
日

（
月
・
祝
）

休
み

休
み

問
生
活
課�

環
境
衛
生
係

　
❸
（
７
４
）
０
８
９
０

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

申し込み・問い合わせは、総務課 職員係（直通 ❸74-0757）まで。

令和７年度採用の正職員を追加募集しています
　町では、共にまちを支える仲間を幅広く求めています。「中標津町のために働きたい！」という熱意のある
方の応募をお待ちしています。
　民間企業での経験、専門的知識を持つ方や、まちへのＵターン・Ｉターン転職も大歓迎です！

※応募条件や日程等の詳細は、町ホームページをご覧いただくか、お問合せください。

〔募集職種〕　・一般事務職�若干名
　　　　　　・技術職（土木）、社会福祉士、心理士、保健師�各１名

〔採用予定日〕　令和７年４月１日
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問
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の『
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問
い

合
わ

せ
』よ

り
（

毎
月

６
日

発
行

）
広

報
№

745
中

標
津

広
報
中
標
津
は
、
環
境
保
護
の
た
め
道
産
間
伐
材
と
古
紙
を
配
合
し
た
用
紙
お

よ
び
100%

植
物
油
型
イ
ン
キ「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
100」を

使
用
し
て
い
ま
す
。

町の人口
男
女

世帯数

　12月15日にけねべつ親子もちつき
大会が開催されました。
　大人から中高生、子どもたちまで多
くの参加者が集まり、みんなでついた
おもちはお雑煮やきなこもち等に調理
されふるまわれました。

今月の表紙 11月30日現在住民登録人口 ※（　　）内は前月比

22,274（－ 40） 【うち外国人　 293（－16）】
11,013（－ 19） 【うち外国人男 148（－13）】
11,261（－ 21） 【うち外国人女 145（－ 3）】
11,519（－ 34）

誕生 9（－  4）
死亡 25（＋  2）
転入 35（－ 37）
転出 59（＋ 10）

12 2
開場９：３０～２０：００  開場９：３０～１５：００

中標津町総合文化会館前
しるべっと広場

【主なイベント（予定）】 
雪上ソフトバレー、滑り台タイムトライアル、
花火大会、ラグビースローイン など

※花火大会開催のため2月1日18:45～19:30まで南3丁目通りは通行止めになります。（　　 の区間）
※花火大会は荒天の場合、翌日同時間へ順延となります。（以降中止）
※会場駐車場は限られていますので車での来場を極力お控え願います。
※会場駐車場以外の場所への駐車は、近隣の住宅・事業所の迷惑となりますのでお止めください。
※天候等の都合によりイベント内容等が変更となる場合があります。　　　　

バスターミナル
駐車場

●農協

し
る
べ
っ
と

Aコープ
中標津店
あるる経済センター

総合文化会館
しるべっと広場

通行止

至標津至計根別 中央通り

会場案内図

■主催／なかしべつ祭り実行委員会 （事務局 TEL74-0464）

■後援／中標津町・中標津町商工会・（一社）なかしべつ観光協会

土 日

なかしべつ
第50回

　　　　ぺこぱが
やってくる！

令和の
全肯定漫才師

この事業は「サマージャンボ宝くじ」の収益金を活用して実施しています。

駐車禁止

駐車禁止

Aコープ中標津店あるる様駐車場には
駐車しないでください


